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本資料及び本説明会におけるご説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関

する記述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行った判断・

評価・事実認識・方針の策定等に基づいてなされもしくは算定されています。 

また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記述を行

うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされもしくは算定したものです。

将来の予測及び将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確定性・

不確実性及び今後の事業運営や内外の経済、証券市場その他の状況変化等によ

る変動可能性に照らし、現実の業績の数値、結果、パフォーマンス及び成果は、本

資料及び本説明会におけるご説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関する

記述・言明と異なる可能性があります。 

 
※ 本資料中の「E」は記載の数値が計画または業績予想であることを表しています。 

 

－1－ 
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２０１５年３月期 ハイライト 

－2－ 

海外売上高 

11,960 
億円 

15,854 
億円 

2014/3期 

122 
億ドル 

150 
億ドル 

2015/3期 

連結営業利益 
 

12,137 

2014/3期 2015/3期 

（億円） 

10,846 

営業収益は5期連続の増収、営業利益は減益 

グローバル・クラウドサービスの拡大 

ネットワークサービスの競争力強化 
ユーザ基盤の拡大 

 ・新料金プラン契約数 ： 1,783万  

 ・携帯電話契約数 ： 6,660万（純増＋349万） 

 ・フレッツ光契約数 ： 1,872万（純増＋67万）、（再）コラボ光27万 

 ・ひかりTV及びフレッツテレビ契約数 ： 436万（純増＋37万）   

固定／移動アクセス系のコスト削減 

・単年度▲2,390億円、累計では▲6,510億円（対2012年3月期） 

 M&Aの推進 

・コミュニケーションズによる欧州のデータセンター事業者e-shelterの買収 

クロスセル受注額 ： 約2億ドル 

海外売上高 ： 15,854億円へ拡大（対前年＋3,894億円） 

法人売上高海外比率 ： 44％ 

株主還元 
政府を中心に3,381億円の自己株式を取得 

 Capex to Sales 

・設備投資の効率化により15.6％ 

年間配当は1株当たり180円（対前年10円の増額） 
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（単位：億円） 

２０１５年３月期 連結決算の概況 
連結決算及び業績予想について（米国基準） 

－3－ 

※当期純利益は、当社に帰属する当期純利益（非支配持分帰属分控除後）を記載しております。 

対前期増減額 対前期増減率 対業績予想増減額

営 業 収 益 110,953 +1,701 +1.6% +853 109,252 110,100

営 業 費 用 100,108 +2,992 +3.1% +958 97,115 99,150

営 業 利 益 10,846 ▲ 1,291 ▲10.6% ▲ 104 12,137 10,950

当 期 純 利 益 ※ 5,181 ▲ 674 ▲11.5% ▲ 109 5,855 5,290

Ｅ Ｐ Ｓ 473.69 ▲ 35.52 ▲7.0% ▲ 5.31 509.21 479.00

2015年3月期
業績予想

2015年3月期実績 2014年3月期
実績

（単位：円）

 

 

営業収益は、引き続き海外事業の成長が牽引し増収 

営業利益は、移動通信セグメントの減益をカバーできず減益 

対業績予想では、▲104億円の計画未達 

EPSは473.69円（対2012年3月期＋29.2％） 
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セグメント別の状況 

－4－ 

連結決算及び業績予想について（米国基準） 

2014.3期 
実績 

地域通信 
事業 

長距離・国際 
通信事業 

移動通信 
事業 

データ通信 
事業 

その他の 
事業 

セグメント間 
取引消去・その他 

2015.3期 

実績 

12,137 416 139 1,815 184 114 51 10,846 

109,252 

営業利益 

営業費用 （対前年同期：＋2,992） 

（対前年同期：▲1,291） 

営業収益 （対前年同期：＋1,701） 

2014.3期 

地域通信事業 

移動通信事業 

97,115 

2014.3期 

長距離・国際 
通信事業 

移動通信事業 

1,084 

1,887 668 

2,026 

778 

（単位：億円） 

2015.3期 

110,953 

データ通信事業 その他の事業 
セグメント間 

取引消去・その他 

2015.3期 

100,108 

データ通信事業 その他の事業 セグメント間 
取引消去・その他 

1,672 151 

1,487 203 

地域通信：徹底した業務効率化やマーケティングコストの削減により増益 
長距離・国際通信：国内の競争激化により減益であるものの、海外ビジネスは着実に成長 
移動通信：月々サポート影響の拡大や新料金プランの減収影響により減益 
データ通信：売上拡大に伴う粗利改善に加え、不採算案件抑制の効果等により増益 

563 
長距離・国際 

通信事業 

1,037 
677 地域通信事業 
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（単位：億円） 

※当期純利益は、当社に帰属する当期純利益（非支配持分帰属分控除後）を記載しております。 

2016年3月期 業績予想の概要 
連結決算及び業績予想について（米国基準） 

－5－ 

対前期増減額 対前期増減率

営 業 収 益 110,953 113,500 +2,547 +2.3%

営 業 費 用 100,108 101,500 +1,392 +1.4%

営 業 利 益 10,846 12,000 +1,154 +10.6%

当 期 純 利 益 ※ 5,181 6,300 +1,119 +21.6%

Ｅ Ｐ Ｓ 473.69 595.00 +121.31 +25.6%

2015年3月期
実績

2016年3月期業績予想

（単位：円）

営業収益は6期連続増収の11兆3,500億円、過去最高収益 

営業利益は1兆2,000億円へ回復、対前年＋1,154億円 

EPSは595円（対2012年3月期＋62.3％） 
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セグメント別の業績予想の概要 
連結決算及び業績予想について（米国基準） 

－6－ 

地域通信：減収傾向は継続するものの、光コラボレーションモデル本格化によるマーケティングコスト 
        の削減等により減収増益 

長距離・国際通信：国内の競争激化による減収はあるものの、海外ビジネスの成長により増収減益 
移動通信：新料金プランの減収影響の縮小やドコモ光、スマートライフ領域の増収に加え、徹底した 

        コスト削減により、増収増益 
データ通信：売上拡大に伴う粗利増や不採算の抑制、海外事業の収支改善等により増収増益 

（単位：億円） 

2015.3期 2016.3期E 

1,689 

1,136 

6,358 

864 

675 

10,846* 

営業利益 

2,200 

1,000 

6,750 

1,100 

450 

12,000* 

＋511 

▲136 

＋392 

＋236 

▲225 

＋1,154 

地域通信事業 

移動通信事業 

長距離・国際 
通信事業 

データ通信事業 

その他の事業 

*セグメント間取引消去・その他を含む 
2015.3期 2016.3期E 

35,055 

19,986 

43,834 

15,110 

12,722 

110,953* 

営業収益 

34,000 

22,400 

45,100 

15,400 

12,600 

113,500* 

▲1,055 

＋2,414 

＋1,266 

＋290 

▲122 

＋2,547 
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株主還元 

－7－ 

（億円） 

2010.3期 2011.3期 2012.3期 2013.3期 2014.3期 2015.3期 

自己株式取得 
3,817 

1,500 

4,065 

（円） 

140 

160 170 
180 1株当たり配当額 

120 120 

● 配当性向 

● 

● ● 

● 

● 

● 
32.3% 

31.2% 

37.2% 

33.4% 
38.0% 

38.2% 

2008.3期 2009.3期 

2,000 

944 

2010.3期 2011.3期 2012.3期 2013.3期 2014.3期 2015.3期  2008.3期 2009.3期 

90 110 

● 
● 

19.5% 27.5% 

3,381 

：2015年3月期は、政府を中心に3,381億円の自己株式を取得 自己株式取得 

配      当 ：2015年3月期は、対前年10円の増額により、年間1株当たり180円の配当 
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株主還元 

－8－ 

：2016年3月期は、中間配当を10円、期末配当を10円、合計20円

増額し、年間1株当たり200円の配当 

配   当 

：投資単位当たりの金額を引き下げることにより、より投資 

しやすい環境を整えるとともに、投資家層の拡大を図る  

ことを目的とし、1株を2株に分割* 

株式分割 

（注1）上記株式分割を考慮した場合の2016年3月期の配当は、中間配当50円、期末配当50円、年間1株当たり100円。 
（注2）上記株式分割を考慮した場合の2016年3月期のEPSは、297.50円。 

*効力発生日：2015年7月1日 



ブロードバンド・サービスの進展 
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2013.6 2013.9 2013.12 2014.3 2014.6 2014.9 2014.12 2015.3 2016.3 E

(単位：千契約)

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

220 152 200 178 269 136 162 99 665 600
開 通 数 870 707 743 811 879 683 684 720 2,966 2,750

▲ 98 ▲ 88 ▲ 91 ▲ 89 ▲ 85 ▲ 65 ▲ 58 ▲ 56 ▲ 264 ▲ 218

242 252 287 305 251 199 204 198 852 0 ひ か り 電 話

2014.3期 2015.3期 2015.3期
通期実績

2016.3期
通期予想

フレッツ光(コラボ光含む）

 フレッツADSL

17,521 17,672 17,873 18,050 18,319 18,455 18,617 18,716
1,751 1,663 1,572 1,483 1,398 1,333 1,275 1,219
19,271 19,335 19,444 19,534 19,717 19,788 19,892 19,935

15,412 15,664 15,950 16,256 16,507 16,705
16,910

17,108

0

5,000

10,000

15,000

20,000

19,316

1,001

20,317

17,108

(270)

固定ブロードバンドの契約数 
ブロードバンド・サービスの進展 

※1 フレッツ光（コラボ光含む）は、ＮＴＴ東日本のBフレッツ、フレッツ 光ネクスト、フレッツ 光ライト及びフレッツ 光WiFiアクセス、ＮＴＴ西日本のBフレッツ、フレッツ・光プレミアム、フレッツ・光マイタウン、 

フレッツ 光ネクスト、フレッツ 光ライト及びフレッツ 光WiFiアクセス、並びにNTT東日本およびNTT西日本がサービス提供事業者に卸提供しているサービス（コラボ光）を含めて記載しております。 

※2 NTT東日本およびNTT西日本がサービス提供事業者に卸提供しているサービス（コラボ光）契約数を（ ）内に記載しております。 

※3 開通数は移転による開通分を除いて記載しております。 

※4 ひかり電話は、NTT東日本およびNTT西日本がサービス提供事業者に卸提供しているサービスを含めて記載しております。 

※5 ひかり電話は、チャネル数（単位：千）を記載しております。 
－9－ 

契約数 

対前四半期別純増(減)数 

（単位：千契約） 

※1 

※3 

※4※5 

フレッツADSL 

フレッツ光（コラボ光含む） 

ひかり電話 ※1※2 
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2013.6 2013.9 2013.12 2014.3 2014.6 2014.9 2014.12 2015.3 2016.3 E

(単位：千契約)

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

87 149 410 924 461 729 979 1,322 3,490 3,300

2014.3期 2015.3期 2015.3期
通期実績

2016.3期
通期予想

LTE（「Xi」）+FOMA

32,900

37,000

69,900

47,425 45,374 43,160 41,140 39,523 38,080 36,976 35,851

14,198 16,398 19,021 21,965 24,043 26,215 28,298 30,744

61,623 61,772 62,182 63,105 63,566 64,295 65,274
66,595

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

移動ブロードバンドの契約数 

※ 通信モジュールサービス契約数は移動ブロードバンド契約数に含めて記載しております。 

契約数 

（単位：千契約） 

－10－ 

対前四半期別純増数 

※ 

ブロードバンド・サービスの進展 

FOMA 

LTE（「Xi」） 
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4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2014.3期 2015.3期 2015.3期
通期実績

2016.3期
通期予想

1,180 1,090

2,600
2,540

590 680

4,370 4,310

1,490 1,460 1,400 1,260 1,250 1,190 1,160 1,120

2,720 2,720 2,700
2,680 2,670 2,620 2,560 2,580

470 500 510
520 530 560 620 640

4,680 4,680 4,610
4,460 4,450 4,370 4,340 4,340

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

※ 2015.3期第2四半期よりARPUの算定方法を変更しております。（それに伴い、2014.3期及び2015.3期第1四半期のARPU実績数値も変更しております。） 

※ 各ARPUの算定方法等については、17ページをご参照下さい。 

（単位:円） 

移動ブロードバンド（LTE（Xi） 、FOMA ）のARPU ※ 

－11－ 

ブロードバンド・サービスの進展 

音声ARPU 
パケットARPU 

スマートARPU 
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2013.6 2013.9 2013.12 2014.3 2014.6 2014.9 2014.12 2015.3 2016.3 E

2,520 2,625 2,727 2,823 2,877 2,927 2,971 3,014

1,032 
1,067 

1,113 1,161 1,209 1,256 1,304 1,3453,552 
3,692 

3,841 
3,984 4,086 4,183 4,275 4,359

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

3,150 

1,372 

4,522 

映像サービスの契約数 

※1 「フレッツ・テレビ」はNTT東西の「フレッツ・テレビ伝送サービス」の契約と、スカパーJSATの放送サービス「スカパーJSAT施設利用サービス」の契約により提供されるサービスです。 

※2 「フレッツ・テレビ伝送サービス」は、NTT東日本及びNTT西日本がサービス提供事業者に卸提供しているサービスを含めて記載しております。 

（単位:千契約） 

－12－ 

ブロードバンド・サービスの進展 

ﾌﾚｯﾂ･ﾃﾚﾋﾞ 

ひかりTV 

※1、※2 



財務状況 
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448 

97,115 

連結損益計算書の状況 

100,108 

減価償却費 
・除却費 

経費 
人件費 その他 

（対前年同期：＋2,992） 営業費用 

2014.3期 

110,953 

（単位: 億円） 

109,252 

397 
ＳＩ・端末収入 

3,181 

ＩＰ系･ 
パケット通信収入 

音声関連収入 

2015.3期 2014.3期 

その他の収入 

ＳＩ ：↑4,167 

端末（固定） ：↓54 

端末（移動） ：↑327 

4,441 

固 定 

移 動 

（対前年同期：＋1,701） 営業収益 

 固定  ：↓22 

 移動  ：↓376 

 その他 ：↑1 

 固定 ：↓1,376 

 移動 ：↓1,806 

 1,921 

端 末 

Ｓ Ｉ 

2015.3期 

－13－ 

1,216 

 839 

304 
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連結貸借対照表の状況 

2014年3月期末 2015年3月期期末 

－14－ 

未払退職年金費用 
1兆3,880億円 

（+601億円） 

有利子負債 
4兆4,067億円 
（+2,068億円） 

20兆7,024億円 
（+4,175億円) 

資産 

繰延税金資産 
（固定資産） 
5,899億円 
（▲716億円） 

資本 

11兆498億円 
（+1,250億円） 

9兆6,243億円 
（+2,901億円） 

20兆7,024億円 

負債 

減価償却資産 
（有形固定資産） 

8兆977億円 
（▲1,442億円） 

自己株式 
▲4,977億円 
（▲3,408億円） 

 

その他 
283億円（+24億円） 

自己株式 
▲1,569億円 

未払退職年金費用 
1兆3,279億円 

有利子負債 
4兆2,000億円 

20兆2,849億円 

資産 

減価償却資産 
（有形固定資産） 

8兆2,419億円 

9兆3,342億円 

20兆2,849億円 

負債 

繰延税金資産 
（固定資産） 
6,615億円 

資本 

10兆9,248億円 

その他 
259億円 
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連結キャッシュ・フローの状況 

－15－ 

内は対前年同期増減額 

（単位：億円） 

有利子負債 

42,000

44,067

42,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2014.3 2015.3 2016.3E

27,279

▲ 21,068

6,211

▲ 6,224

23,918

▲ 18,686

5,232

▲ 6,780

▲ 30,000

▲ 20,000

▲ 10,000

0

10,000

20,000

30,000 2014.3期

2015.3期

▲3,361 

＋2,382 

▲979 

▲556 

営業CF 投資CF 財務CF 
FCF   

(営業CF＋投資CF) 
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設備投資額の状況 

2016.3期E 2014.3期 2015.3期 

（単位：億円） 

18,175 
18,928 

設備投資 

17,957 
17,029 

連結設備投資 

不動産関連含み 

16.7% 14.9% 15.6% 

Capex to Sales 

* 不動産及び太陽光発電事業関連 
 の売上、投資を含めた数値 

* Capex to Sales 
（不動産関連含む） 17.3% 16.4% 15.5% 

7,031 6,618 6,300

3,513
3,121 3,000

3,394
3,145

2,900

1,418

1,214
1,350

1,477

1,409
1,300

1,124

1,522
1,750 その他

NTTデータ（連結）

NTTコム

NTT西日本

NTT東日本

NTTドコモ（連結）

   929 
（▲5.2％） 

   429 
（▲2.5％） 

16,600 
17,600 
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ARPUの算定方法等 

1契約当たりの月間平均収入（ARPU）は、契約者1人当たりの平均的な月間営業収益を計るために使われます。移動通信事業の場合、ARPUは、移動通信事業の営業
収益のうち、携帯電話（LTE(Xi)）、及び携帯電話（FOMA）のサービス提供により発生する収入（基本使用料、通信料/通話料、LTE(Xi)及びFOMAサービスに付随
する収入）を、当該サービスの稼動契約数で除して計算されます。これら数字の計算からは、各月の平均的な利用状況を表さない端末機器販売、契約事務手数料、
ユニバーサルサービス料などは除いています。こうして得られたARPUは各月のお客様の平均的な利用状況を把握する上で有用な情報を提供するものであると考え
ております。尚、ARPUの分子に含まれる収入は米国会計基準による連結決算値を構成する財務数値により算定しております。 

① NTTドコモにおけるARPU算出時の計算式は、以下のとおりであります。 

    ・ 携帯電話総合ARPU（LTE(Xi)+FOMA）＝ 音声ARPU（LTE(Xi)+FOMA) + パケットARPU（LTE(Xi)+FOMA) + スマートARPU（LTE(Xi)+FOMA） 

  － 音声ARPU（LTE(Xi)+FOMA）は、FOMA及びLTE(Xi)サービスによる音声サービスの基本使用料と通話料の収入に基づいており、また、 
   パケットARPU（LTE(Xi)+FOMA）は、LTE(Xi)及びFOMAサービスによるパケットサービス月額定額料と通信料の収入に基づいており、 
   スマートARPU（LTE(Xi)+FOMA）は、LTE(Xi)及びFOMAのその他の営業収入の一部（コンテンツ関連収入、料金回収代行手数料、 
   端末補償サービス収入、広告収入等）に基づいております。 

 

② 通信モジュールサービス、「電話番号保管」、「メールアドレス保管」、「ドコモビジネストランシーバー」並びに仮想移動体通信事業者（MVNO）へ提供す
る卸電気通信役務及び事業者間接続は、NTTドコモのARPUの算定上、収入及び契約数のいずれにも含めておりません。 

 

③ NTTドコモにおけるARPU算出時の稼動契約数の計算式は以下のとおりであります。 

      ・第1四半期（4月～6月）実績=4月～6月までの各月稼動契約数{(前月末契約数+当月末契約数）/2}の合計 

      ・第2四半期（7月～9月）実績=7月～9月までの各月稼動契約数{(前月末契約数+当月末契約数）/2}の合計 

      ・第3四半期（10月～12月）実績=10月～12月までの各月稼動契約数{(前月末契約数+当月末契約数）/2}の合計 

      ・第4四半期（1月～3月）実績=1月～3月までの各月稼動契約数{(前月末契約数+当月末契約数）/2}の合計 

    ・通期実績/予想=4月～3月までの各月稼動契約数{(前月末契約数+当月末契約数）/2}の合計 

－17－ 
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